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「一人一人が、まっすぐに伸びる学校を目指して」 

富士宮市立内房小学校 校長 望月 克哲 

内房といえば筍。竹林から筍が顔を出し始める季節となりました。 

自然の力をいっぱいに受けながら、伸びていく筍の姿に、こどもたちの成長が重な 

って見えます。 

地域の皆様、保護者の皆様、私は、この４月より、富士宮市立内房小学校の校長と

して着任いたしました。どうぞよろしくお願いいたします。 

本校には、開校以来大切にされてきた「真面目に働け」という校訓があります。 

私はこの言葉を、「目の前の人や物事に、誠実に、ていねいに向き合うこと」だと受 

け止めています。私たち大人が真面目に、そしてあたたかく関わる姿そのものが、こ

どもたちにとって大切な学びになると考えています。 

本年度の学校教育目標は、「かがやき合い 共に高め合う 内房っ子」です。 

内房小学校は、児童数は多くありませんが、その分、一人一人をしっかりと見つ 

め、関わることのできる学校です。比べ合うのではなく、互いのよさを認め合い、支

え合いながら、自分らしく成長していってほしいと願っています。 

私たちが大切にしているのは、「こどもが、かけがえのない存在として大切にされて

いると実感できる学校」です。 

 そのために、こどもの「やってみたい」を大切にした学び、思いやりや協力の心が

育つ関わり、元気に登校し、元気に下校するための健康と安全を、教育活動の土台に

据えています。 

今年度は特に、こども一人一人のよさを見つけ、認め、ほめること、そして、担任

だけではなく、学校全体「チーム内房」でこどもを支えることを大切にしていきま

す。 

内房小学校が、こどもたちにとって「楽しい学校」、保護者の皆様にとって「安心で

きる学校」となるよう、教職員一同、力を合わせて取り組んでまいります。 

そして、一人一人が、筍のようにまっすぐに伸びる学校を目指してまいります。 

 本年度も、温かいご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

令和 8 年度グランドデザインより 


